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要旨：本稿は、英語の未来指示の副詞節における現在時制に関する様々な先行研究を検討し、  
その中でも認知文法的分析が最も有効であることを示した。そのような分析の代表である  
Langacker（2007）は、条件または時を表す副詞節において未来時を表すために現在時制が用  
いられるのは、それらの節が、即時的現実（現在時の世界についての話者の知識）に含まれ  
る仮想的事態を表しているからであると主張する。また条件や時を表す副詞節で法助動詞  
willが使われる場合、その節は、実際の未来の事態を表していると解釈される。本稿は、こ  
のような認知文法的な分析が、Quirk et al.(1985)などの記述的な研究が示している副詞節の 
意味とよく合致することを示した。また、理由あるいは譲歩など、条件や時以外の副詞節で  
使われる未来指示の現在時制も認知文法的な枠組みで分析できることを示した。  
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1．序論   
中学校や高校の英語の授業では、英語の副詞節が条件または時を表す場合、その副詞節で  
はたとえ未来を指示する場合でも現在時制が用いられると教えられる。しかし、実際の言語  
事実を見ると、そのような副詞節でも法助動詞willが用いられる場合もある。また、なぜそ  
のような副詞節で現在時制が使われるのかということについては、研究者の間でも様々な見  
解があり、未だに決定的な説明はないと思われる。そこで本稿は、条件や時を表す副詞節に  
おける現在時制に関する先行研究を検討し、それらの問題点を指摘した上で、この種の現在  
時制の使用に関しては認知文法的な視点からの説明が最も有効であることを示す。  
2．英語の現在時制の意味   
副詞節の現在時制について検討する前に．本章では主にQuirk et al．（1985）を参考にしなが  
ら、英語の現在時制の意味を整理しておく。なお、本稿では単純形の現在時制（simplepresent）  
のみを扱う。現在時制は現在時だけでなく、退去時、未来時を指示することがある。まず、  
現在時を指示する用法から見てみると、（1）のように状態動詞と共に用いられて「現在の状  
態（statepresent）」を表すことがある1。   
（1)a.Honesty is the best policy．   
b.Water consists of hydrogen and oxygen．  
また、（2）のように動作動詞と共に用いられて「現在の習慣（habitualpresent）」を表すこ  
1（1）から（8）の例文はquirketal．（1985：179－183）による。  
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とがある。   
（2）a．We go to Brussels every year．
b．Billdrinksheavily．  
さらに、動作動詞と共に用いられて、「瞬間的現在（instantaneous present）」を表すことが  
ある。具体的には、「スポーツの実況（commentaries）」、「動作の説明（demonstrations andother  
Self-commentaries）」、「感嘆文（specialexclamatOrySentenCeS）」、「遂行文（perfbrmatives）」などで  
用いられる。それぞれの例文を以下に順に挙げる。  
（3）a．Black passes the ball to Fernandez…Fernandez shoots！
b.I pick up the fruit with a skewer，dip it into the batter，and lower it into the hot fat.
C．Herecomesthewinner！   
d．Iadviseyoutowithdraw．  
次に、過去時を指示する現在時制を見ていく。まず、（4）のように過去の出来事をあたか  
も今起こっているように描写する「歴史的現在（historicpresent）」の用法がある。   
(4) I couldn't believe it！Just as we arrived, up comes Ben and slaps me on the back as if we're life- 
long friends. 'Come on, old pal,' he says, 'Let me buy you a drink!' I'm telling you, I nearly   
fainted on the spot．   
「歴史的現在」は、上例のような話し言葉ばかりでなく、（5）のように、小説などのフィク  
ションでも用いられる。   
（5）Thecrowdswarmsaroundthegateway，andseefheswithdelightedanticipation；eXCitement  
grows，aSSuddenlytheirheromakeshisentrance・・・  
また、（6）に見られるように、Say、tell、understand、hear、1earnのような伝達に関する動  
詞の現在時制が過去を表すことがある。  
（6）Theteno．clocknewssaysthatthere－sgoingtobeabadstorm．  
最後に未来時を指示する現在時制について見ていく。まず、（7）のように、前もって決め  
られた未来の予定を表す用法がある。   
（7）TheplaneleavesfbrAnl（araateighto－clocktonight．  
次に、（8）のように、条件または時を表す副詞節において未来時を表す用法があるが、こ  
れについては次章以降で詳しく検討する。  
（8）a．He－11doitifyoupqyhim．   
b．Ⅰ一111etyouknowassoonas I hear from her 
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以上のように英語の現在時制には様々な用法があり、現在時制は単に現在時だけを指すと  
いうわけではない。では、このような現在時制の様々な用法に共通する意味、すなわち個々  
の意味から抽出できるスキーマは何であろうか。以下では、このことについてのいくつかの  
見解を見ていく。   
まずComie（1985：38）は、現在時制の機能を、ある状況を現在時（presentmoment）に位置づ  
けることだと規定している。すなわち、現在時制の動詞が表す状況は、現在時において文字  
通りに成立している状況である。そしてComdeは、現在時制が用いられる場合、ある状況が  
現在時に成立しているだけでなく、その時点を超えて継続することもあれば、それが過去に  
おいて存在することもあると述べている。例えば、習慣相的な意味を含む文は、現在時を含  
む習慣を指示しているので、現在時制を使うことができるのである。またComrieは、The  
traindepartsat丘veo■clocktomorrowmorning．という文で、現在時制が未来時を表すのは、そこ  
で表されている状況が、予定されている（虻h血1d）状況であるからだと述べている（Com血1985：47）。  
つまりこの文は未来の状況が述べられているのであるが、それを現在における予定として述  
べているので、現在時制が使えるというわけである。   
次に安藤（2005：91）は、現在時制の本質的意味は「ある事柄が発話時において事実（ね（：t）で  
あるという話し手の判断を表す」ことであると述べている。したがって、現在時制が未来時  
を表す場合には、予定が発話時における事実として表されているということになる。また安  
藤（2005：83）によると、歴史的現在は、作家が語りの時を離れて出来事が展開されている過  
去の場面に入り込み、作中人物の視点から一連の出来事を表現する用法なので、出来事時、  
基準時、発話時の3つが重なる。そして安藤は、これこそが歴史的現在において現在時制が  
使われる理由であると述べている。安藤の定義の中で重要なのは、現在時制が表しているの  
は「動作」ではなく「事実」であるという点である。「動作」を表すのは進行形であり、例  
えばJohngoestoworkbybus．のような現在時制を含む文は「動作」ではなく「事実」を表している。   
Comdeや安藤の説明に見られる「現在時制の機能は現在時または発話時において事態を捉  
えることである」という考え方は、認知文法の時制論の中にさらに明確な形で見いだされる。  
k拶Ck訂（2007，2008）は、法助動詞がない場合の英語の現在時制の機能は、即時的現実（血m虞鮎鹿  
reality）の中に、動詞によってプロファイルされたプロセスが位置づけられていることを示す  
ことであると規定している2。ここで即時的現実とは、話者が現在時の世界について持って  
いる知識のことである。そして歴史的現在や予定未来のような、現在時制の非現在時用法は  
次のように説明される。このような用法の場合、即時的現実の中に含まれるプロセスは、実  
際の（actual）事態ではなく、仮想的（virtual）あるいは虚構的（丘ctive）な事態である。予定未来  
の場合、プロファイルされているプロセスは、心的なスケジュールの中の1つの項目である。  
心的なスケジュールは、実際の事態の表象として喚起される仮想的事態によって構成されて  
いる。そして予定未来の現在時制は、概念化者（conceptualizer）すなわち話者が、発話時にお  
いてこの心的なスケジュールに直接アクセスしていることを示しているのである。また、歴  
史的現在の場合、プロファイルされている仮想的事態は、記憶の中に刻み込まれた1つのエ  
ピソードである。このエピソードは、ビデオテープのように、発話と同時に心の中で再生さ  
れる。このように、歴史的現在においてプロファイルされているプロセスも、予定未来の場  
合と同じように、即時的現実（現在時の世界について話者が持っている知識）に含まれる仮想  
的事態であり、話者がその事態に現在時に直接アクセスしシミュレートするので、現在時制  
が使えるのである。以上がLangackerによる現在時制についての認知文法的説明の概略である。  
2プロファイル（pro即e）とは、概念ベース（ある概念内容の主要な部分）内で、音譜表現が指す対象となっている  
部分のことである（Langacker2008：66）。  
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さて、これらComrie、安藤、Langackerの現在時制についての説明に共通していることは、  
現在時制が表す様々な状況が現在時あるいは発話時に何らかの形で関与することとして説明  
されていることである。つまり、実際に経験できる事態であれ、記憶や心的なスケジュール  
として存在する仮想的な事態であれ、それらが現在時あるいは発話時において、実際に存在  
するもの、あるいは心的にアクセスできるものとして捉えられている場合に、現在時制が使  
えるというわけである。このような説明の仕方は基本的に正しいと考えられる。なぜなら、  
現在時制が指す事態が実際に生起する時間ではなく、そのような事態と現在時の関連性につ  
いての話者の認識という観点から説明することにより、現在時制の様々な用法に対する一般  
的な説明が可能になるからである。つまり、LangaCker（2007：183）も言うように、英語の現在  
時制の説明は本質的に認識論的（epistemic）でなくてはならないのである。そこで、次章以降  
では、未来指示の英語の副詞節における現在時制についてのいくつかの先行研究を検討し、  
特にLangacker（2007）による認知文法的な分析が最も説明力があることを示す。   
3．先行研究の検討  
3．1 言語の経済性に基づく説明   
本章では、（9）に見られるような未来時を表す副詞節における現在時制についての先行研  
究を検討し、その間題点を明らかにする。   
（9）（When／Af［er／Befbre／用shesellsherhouseshewillneedavacation． Langacker（2007：195）  
まずJespersen（1924：24，1949：264）は、このような文に対して、言葉の経済性（economyofspeech）  
に基づく説明をしている。すなわち、この種の文では、主節の時制によって、文全体が未来  
指示であることが明らかなので、副詞節で「未来性」血血・ity）を表す必要がないのだという。  
Leech（2004：64）もJespersenと同じような説明をしている。Leechは、この種の副詞節における  
単純現在は、主節の未来指示に依存した「従属的未来」（subordinatefuture）であるという。  
そして、このような文の場合、主節の動詞が明確に未来を指示しているので、さらにwillを  
用いることは重複的（redundant）であると述べている。これらの言葉の経済性に基づく説明の  
問題点は、（10a）のような条件または時以外の意味を表す副詞節において、なぜ法助動詞will  
が必要になるのかを説明することができないということと、（10b）のように条件を表す副詞  
節の中でも、法助動詞雨11が生起することがある理由を説明できないということである3。   
（10）a・＊（Because／Although／Since）shesellsherhouseshewillneedavacation．Langacker（2007：195）   
b・Ifyou－11dotheshopplngfbrme，rllglVeyOuSOmemOney．  Comrie（1985：119）   
3．2 歴史的説明   
未来指示の副詞節の現在時制については、歴史的な観点からの説明もある。古英語では未  
来時を現在時制で表していたことから、Celce－MurciaandLarsen－Freeman（1999：136）は、未来  
指示の副詞節で現在時制が用いられるのは、歴史的に古い文法形式や語順は独立節よりも従  
属節の中で長く保持されるという歴史言語学の一般原理に従ったものであると述べている4。  
3第4章で見るように、理由や譲歩の副詞節でも現在時制が用いられ、Willが生起しないことがある。  
4visser（1966：693）によると、副詞節中の未来時を示す現在時制（futuralpresent）は古英語から現代に至るまで維持  
されているが、助動詞を伴った構文も時々用いられることがあった。しかし助動詞を含む構文は、19世紀半ば以  
降にまれになり、現代では通常の用法ではないと見なされている。  
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しかしこのような歴史的な説明も、（10）に見られるようなwillの生起が明確に説明できない  
という問題点がある。  
3．3 意味内容に基づく説明   
荒木ほか（1977：52－53）では、（9）と（10）に見られるwillの生起及び非生起について、副詞節  
の意味内容に基づく説明が提案されている。それによると、（10）の副詞節のようなwillが生  
起する節（「自由節」）には話者の主張が含まれるが、（9）の副詞節のようなwillが生起しない  
節（「拘束節」）には母型節から独立したものとしての話者の主張が含まれないので、話者の  
主張の力を緩和するような陳述緩和的法助動詞が生起しないというのである5。この説明の  
問題点は、話者の主張を含まない場合になぜ現在時制が使われるのかという根本的な問題が、  
明確に説明されていないということである。   
安藤（2005：86）は、「拘束節」は時間の区別が関与しない単なる命題を表しているので、そ  
のような節では、時間に関して中立的な現在時制が選ばれると述べている。そして、その証  
拠として、条件または時を表す副詞節では「想念」を表す叙想法（subjunctive mood）が元来  
は用いられていたという事実を挙げている。安藤（2005：363－364）によると、叙想法とは、事  
柄を現実の事実としてではなく、話し手の心の中で考えられたこととして、あるいは仮想世  
界の状況として述べる場合に用いられる叙法（mood）のことである6。安藤の説明の問題点は、  
副詞節の現在時制を時間に関して中立であると見なしている点である。拘束節が完全に時間  
から中立的な内容を表しているのならば、現在時制ではなく動詞の原形が使われなくてはな  
らないだろう。現在時制が使われる動機づけを一般的な視点から説明するためには、やはり  
節の内容をなんらかの形で現在時に結びつけることが必要になると考えられる。  
3．4 認知文法的説明   
Langacker（2007）は、副詞節中の未来指示の現在時制も、基本的には第2章で見たような非  
現在を指示する現在時制と同じように扱うことができると主張している。すなわち副詞節中  
の現在時制は、実際の事態を表しているのではなく、即時的現実（現在時の世界についての  
話者の知識）の中に含まれる仮想的な事態を表していると言うのである。Langackerによる  
とケ月ゼという形式の場合、発話時にアクセスされる仮想的な事態は、（P→Q）という随伴性  
（contingency）、すなわちPという事態が生起すれば、その結果としてQという事態が生起す  
るという心的なシナt」オである。実際の事態は即時的現実外の未来に存在するのであるが、  
即時的現実に含まれるこのシナリオは現在時において有効で、発話時に心的なアクセスが可  
能である。一方、「酌e乃瑚e′畑ゆ頑書9のような時間を表す副詞節を含む文が表す概念構  
造の場合、Pという事態を含む心的構造は一種の計画（plan）あるいは予測（prqjection）を表し  
ていると言う。そして時間を表す副詞節の場合は、条件節よりも弱い随伴性を表しており、  
Q自体は即時的現実の中に含まれていない。この副詞節よって表される認識的経路（epistemic  
path）はPから他の事態につながるのではなく、（P→［］）のように時間的位置につながって  
いる。qは即時的現実外の、副詞節によって示された時間的位置に位置づけられる。  
5 荒木ほか（1977：43－44，48司9）によると、「自由節」とは、それが表す事態が「母型節」から独立して真または偽  
になりうる節であり、「拘束節」とは、それが表す事態の成立が、母型節が表す事態の成立の前提となっており、  
2つの事態がそれぞれ独立的に真または偽になりえない節である。なお、母型節とは「主節」とほぼ同義であり、  
自由節または拘束節を含む節を指すが、この節がさらに上位の節に含まれる場合、主節という用語では誤解を生  
じるので、それを避けるために用いられているものである。  
6 叙想法は元来仮定法と呼ばれてきたが、この叙法で述べられた文すべてが仮定を表すわけではないので、安藤  
（2005）ではこの用語が用いられている。  
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以上のようにLangacker（2007）の説明では、条件節と時間節は、話者がアクセスする心的  
構造の内容に遠いはあるが、どちらの節で使われる現在時制も、発話時に話者が仮想的な事  
態へ心的にアクセスしているということを示している点では同じである。では、主節でwill  
が用いられる理由は何か。これについてLangackerは、主節が条件節と結びついている場合、  
その文がプロファイルしているのは仮想的なシナリオ内のqではなく、qが表している、未  
来に起こる可能性がある実際の事態qだからであると説明する。このq－は仮想的な事態では  
なく、即時的現実に含まれるものではないので、W山が用いられるのである（L狐gaCker2007：201）  
7。また、主節が時間節と結びついている場合も、その文がプロファイルしているのは、未  
来の実際の事態であるqであり、即時的現実内の仮想的な事態をプロファイルしているわけ  
ではないので、Willが用いられるのである（LangaCker2007：202－203）。   
さらにLangackerは、このように考えると、nl）の各文の容認度の違いが次のように説明で  
きると述べている。  
（11）a．Ifshemakesthis丘eethrow，thecrowdgoeswild．   
b．？Whenshemakesthisfreethrow，thecrowdgoeswild．   
C．？＊A氏ershemakesthis丘eethrow，thecrowdgoeswild．   
d．＊Beforethecrowdgoeswild，Shemakesthis倉eethrow．  LangaCk r（2007：205）  
副詞節と主節の両方で現在時制が使われるためには、それらの節がプロファイルする事態P  
とqがともに即時的現実内の仮想的なものである必要があるが、上で述べたように、時間節  
を含む文においては、即時的現実内にqは存在せず、qは未来の実際の事態であると解釈さ  
れる。したがって、（11a）にくらべて（11b－d）は容認度が低くなるのである。そして（11b－d）  
にも容認度の違いがあるのは、Pの実現はqの実現を含意するという因果的解釈を可能にす  
る程度がそれぞれの副詞節によって異なるからである。そのような解釈が可能になればなる  
ほど、時間を表す副詞節においてもqが即時的現実に含まれるという解釈ができ、現在時制  
の使用が自然になる。   
ここまでの説明をまとめると、灯押加〃，〃igrβ¢両月9において、多くの場合副詞節で  
現在時制が用いられ、主節で法助動詞willが用いられるのは、副詞節は現在時に直接アクセ  
ス可能な即時的現実内の仮想的事態を表し、主節は実際の未来の潜在的な事態を表すからで  
ある。   
以上のような、現在時における仮想的事態への直接アクセスという観点からのkl鮮血r（2007）  
による説明は、第3章で見た他の研究者の説明よりも、未来を表す副詞節で現在時制が使わ  
れる理由を明確に説明できていると思われる。このようなLangackerの分析は、古英語や中  
英語において副詞節中で仮定法が使われることがあったという事実によっても支持されるで  
あろう（中尾1972：273－276，小野・中尾1980：398）。そこで次章では、Langackerによる未来指  
示の副詞節の時制に関する分析方法を支持するいくつかの言語的事実を挙げて、この種の時  
制に対する認知文法的分析の有効性をさらに明らかにする。  
7 Langacker（2008：307）は、法助動詞の機能をグラウンディングされたプロセスがまだ現実であるとは受け入れら  
れていないことを示すことであると規定している。ここでダラウンデイングとは、簡単に言えばプロファイルさ  
れたモノやプロセスを発話事態へ位置づけることである（Langacker2008：259）。そして、Willの機能は、グラウン  
デイングされたプロセスを「投射された現実」（prqiectedreality）に位置づけることだとしている（Langacker2008：307）  
投射された現実とは、想起された現実の成り行きを考える時に、それが辿りうる経路の中で、もっとも辿られや  
すい経路のことを言う（Langacker2008：306－307）。投射された現実は、潜在的に可能な現実の一部であり、現実そ  
のものではない。  
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4．認知文法的分析を支持する証拠   
まず一つ目は、（12）の条件文における、現在時制と法助動詞のwillの使い分けについてで  
ある。それぞれの文の意味を、Langackerによる認知文法的分析が正しく予測しているかど  
うかを確認していこう。  
（12）a．Ifshemakesthis丘eethrowthegamewillbetied．   
b．Ifshemakesthis舟eethrowthegameistied．   
C・Ifyou■11dotheshopplngforme，rllglVeyOuSOmemOney．  
Langacker（2007：198）  
Langacker（2007：204）   
Comde（1985：119）   
すでに上で述べたように、認知文法的分析では、（12a）と（12b）が表す概念内容には次のよ  
うな捉え方の違いがあると説明される。すなわち、（12a）のように、条件節で現在時制、主  
節で法助動詞willが用いられる場合、条件節は即時的現実内の仮想的事態を、主節は実際の  
未来の事態をプロファイルしているのに対し、（12b）のように、条件節と主節がともに現在  
時制の場合は、どちらの節も即時的現実内の仮想的事態をプロファイルしている。Thomson  
and Ma血net（1986：21）によると、条件節と主節の両方で現在時制が使われる場合は、（13）の  
ように、必然的あるいは習慣的な結果（automaticorhabitualresults）を表す8。   
（13）a．IfyouheaticeitturnStOWater．   
b・Ifthereisashortageofanyproductpncesofthatproductgoup．  
ThomsonandMartinet（1986：198）  
Thomsonand Martinetによる説明は、この種の文が、話者の予測や意志を含まない、仮想的  
なシナリオを表現しているというLangacker（2007）の分析と合致していると言える。条件節  
と主節の両方にwillを含む（12c）では、法助動詞の効力により、両方の節から意志的意味が明  
瞭に読み取れるが、このような意味は、この文が仮想的な事態ではなく即時的現実外の実際  
の未来の事態をプロファイルしているという認知文法的な分析と合致している。   
では、条件節でwillが用いられる（12c）のような文の意味はどのようなものであろうか。  
q血沈etal．（1985：1009）によると、この種の文における法助動詞雨11は、「意志的意味」（volitional  
meaning）、「無時間的で習慣的な予測」（timelessandhabitualprediction）、「未来の状況の生起  
あるは非生起に関する現在の予測可能性」（the present predictability of the occurrence or  
nonoccurrenceofafuturesituation）を表す。それぞれの例文を以下に順に挙げる。  
（14）a．Ifyou71h両川S，WeCanfinishearly．   
b．IfdrugSWi）lcarehim，thisdrugShoulddothejob．   
C．Ifyouwon′tarrivebeforesIX，Ican一tmeetyou．  quirketal．（1985：1009）  
quirkらが挙げている3つの意味には、「意志」や「予測」といった意味合いが含まれている。  
したがってこれらの意味は、Willを含む条件節がプロファイルしている事態は仮想的なもの  
ではなく、未来に位置づけられた実際の事態であるというLangackerの分析とよく合致して  
いる。この他に、条件節にwillが用いられる文は、（15）のように、「もし主節の内容が、結果  
として条件節の内容につながるのならば」という意味合いを持つことがある。  
8ThomsonandMartinetは、（13a）においてwilltumも可能であると述べているが、Willtumが用いられる場合と、現  
在時制の山msが用いられる場合とで、どのような意味の違いがあるのかは述べていない。  
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（15）a．Ifitwillmakeyouhappier（asaresult），rllstopsmoking．   
b．Ifyou－11dotheshopplngforme，I111glVeyOuSOmemOney．   
江川（1991：212）  
Comrie（1985：119）  
（15a）は「（私が禁煙をした結果として）あなたが喜ぶことになるのなら、私は禁煙しよう」  
という意味であり、（15b）は「（あなたにお金を挙げることの結果として）あなたが私のため  
に買い物をしてくれるのなら、お金をあげよう」という意味である。この種の条件文の概念  
構造の特徴は、条件節に現在時制が用いられる通常の条件文と時間関係が逆になるというこ  
とである（江川1991：212，Comrie1985：119）。すなわちUPQにおいて、通常の条件文はP→Qと  
いう時間関係であるのに対し、（15）のような条件文の時間関係はq→Pとなる。この時間関  
係は、この種の文が表す因果関係の方向P→qと逆ということになる。またこれらの文は、  
条件節と主節の両方に法助動詞willが含まれるので、認知文法的な分析では、両方の節が実  
際の未来の潜在的な事態をプロファイルしており、これらの文の概念構造にはシナリオのよ  
うな仮想的な事態は含まれないと分析されることになる。この分析は、これらの文の両方の  
節が意識的な意志や予測を表しているという事実と合致している。   
最後に、（16）のように、条件または時以外を表す未来指示の副詞節では、現在時制が用い  
られないという現象を考えてみよう。  
（16）＊（Because／Although／Since）shesellsherhouseshewillneedavacation．  
Langacker（2007：195）   
LangaCker（2007：195）は、because、aldlOugh、Sinceという接続詞は、節の命題内容の事実性（factuality）  
を表すので、これらの接続詞が導く節では現在時制が使えないと述べている。つまり、理由  
や譲歩の副詞節が表す事態は、条件や時の副詞節が表すような、心的スクリプトやスケジュ  
ールのような仮想事態ではなく、実際の未来の潜在的な事態を表すと捉えることが自然なの  
で現在時制が使えないというわけである。しかし、インターネットの検索サイト（google）で  
実際に英語の用例を調べてみると、これらの接続詞が導く節の中では、未来指示でありなが  
ら現在時制が使われている事例もかなり多い。（17）はその例である。  
（17）a．Irea11ydon．tcareaboutschoolbecauseIleavein6monthsandknowIwillbeworkingfbr  
myselforwithfamily．   
b．AndalthoughIleavetomorrow，Iwillneversaygoodbye．  
これらの文における現在時制の使用は、理由や譲歩の副詞節が表す事態が、仮想的な心的ス  
ケジュールとして捉えられることもあるということを示している。それは（7）で示した通常  
の予定未来の文の場合と同じ事態の捉え方である。しかし、Langackerが指摘している言語  
事実に反する（17）のような例があるとしても、それらはLangackerの時制に関する理論的枠  
組みで十分に説明でき、その枠組み自体に問題があるわけではない。  
5．結論   
本稿では、英言吾における未来指示の副詞節中の現在時制に関する先行研究を検討し、認知  
文法的な分析の有効性を示した。Langacker（2007）の分析では、未来時を表す条件または時  
の副詞節で現在時制が用いられるのは、それらの節が、即時的現実（現在時の世界について  
の話者の知識）に含まれる仮想的事態を表しているからということになる。また条件や時を  
一 22 －   
松井：英語の未来指示の副詞節における現在時制について  
表す副詞節でも法助動詞willが使われることがあるが、このような場合には、副詞節は、実  
際の未来の事態を表していると解釈される。このようなLangackerの認知的な分析は、Quirk  
et al.(1985）などの記述的な研究が示す副詞節の意味とよく合致する。また、理由や譲歩など、  
条件または時以外の未来指示の副詞節でも現在時制が使われることがあるが、このような例  
も節が仮想的な事態（心的スケジュール）を表していると解釈することによって説明できる。   
最後に今後の研究課題について一言述べておく。未来時を表す現在時制は、本稿で扱った  
副詞節以外にも、関係節、比較構文、betやhopeといった動詞の補文など、様々な環境で生  
起する。今後は、本稿で扱ったような認知文法的な時制論で、未来指示の現在時制が生起す  
る様々な状況を統一的に説明できるかどうかを検証していく必要がある。   
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